
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨ
Ｐにおける測定ツー
ル紹介）

事務担当者名

住所

4月1日～3月31日（365日）
年間実施回数の制限はありません。毎日×複数回/日
※ケンブリッジのガイドラインに則った厳正な試験運営がされる場合に限る。

試験日時は年間365日いつでも設定可。インターネットに接続されたコンピュー
ターと人数分のヘッドセットがあれば、僻地や離島を含む全国各地での試験実施が
可能です。
※トレーニングを受けた試験監督が厳正な試験運営をする場合に限る。

CBT

Reading/Listeningは瞬時。
4技能総合のテスト結果レポートは、48時間以内*に判明し、1週間以内に電子的に
提供。*2018年現在、採点官が行っているため48時間（2営業日）以内に判定、AI採点に移
行後は土日祝祭日に関わりなく判定される予定。
※受検者には学校がプリントアウトして返却となります。

英語数学

R&L:約60-85分
W:45分
S:15分
計 約2時間～2時間25分

国語

公開会場の場合、予価 9,000円（税込）
※自校実施の場合、会場およびPC、ヘッドセットなど提供の協力費として割引でき
る可能性があります。ただし、遠隔地の学校の場合、試験監督の派遣費用が別途掛
かることがあります。

④対象教科

高校1年生以上。CEFR 基礎レベルのA1から熟達レベルのC1以上まで幅広く測定

○
⑤測定内容
の区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

青山智恵 所属部署 試験開発部門 日本統括

aoyama.t@cambridgeenglish.org

03-3518-8274

http://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English）

ケンブリッジ英語検定4技能CBT（Linguaskill リンガスキル）

③主な対象者

連絡先 （FAX）

（電話番号） 03-3518-8276 / 080-5545-8969

2018年 6月29日

ケンブリッジ英語検定の品質と信頼を継承した英語4技能自動採点･評価CBTです。
正しいCEFRベースおよびCambridge Englishスケールスコアの採点結果を迅速に返
却することが可能です。
Reading/Listeningはコンピューター適応型テストで、質問は受検者の前問の解答
によって難易度が調整されます。WritingとSpeaking*はAI(人工知能)によるパ
フォーマンス評価です。（*2018年6月現在、Speakingは採点官による採点ですが、
徐々にAI採点へと移行する予定）

⑩試験時間（分）

〒101-0054　東京都千代田区神田錦町1-21-1
ヒューリック神田橋ビル 9階 ケンブリッジ大学出版株式会社内

（E-mail)

mailto:aoyama.t@cambridgeenglish.org
http://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/


（様式２）         
 

認定要件への適合性の申告内容について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 
測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4技能 CBT（Linguaskill リンガスキル） 
対象教科： 英語 
測定内容の区分： 標準タイプ 
 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 
【対象者】高校 1年生以上。CEFR 基礎レベルの A1から熟達レベルの C1以上まで幅広い層。 

測定可能な CEFRレベル Pre A1～C1+（Cambridge Englishスケールスコア 82～180以上） 
【測定しようとする資質・能力】読むこと、聞くこと、書くこと、話すこと 
【出題範囲】義務教育段階の学習内容、共通必履修科目「コミュニケーション英語 I」および「英語表
現 I」の範囲。加えて、「コミュニケーション英語Ⅱ」「英語表現Ⅱ」の範囲。 

【知識・技能を問う問題の出題方針】 
 選択式問題(Listening, Reading) 
【思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題方針】 
 短答式問題(Reading)、記述式問題(Writing)、PC録音方式問題(Speaking) 
【学習指導要領との対応】※補足資料 1-1「高等学校学習指導要領との整合性」および 1-2「中学校学
習指導要領との整合性」を参照ください。 

【出題形式】 
Speaking：PC録音方式 15分（5パート） 
Writing ：キーボード入力による記述式 45分（2パート） 
Reading/Listening(複合型)：選択式、一部短答式 約 60～85分 
 ※コンピューター適応型テスト。正確に診断できた時点で Reading/Listening試験は終了。 
計 約 2時間～2時間 25分 

【難易度】CEFR Pre A1～C1以上の広範囲で測定可能。合否判定はありません。 
 
（２）構成等 
 ①出題形式 ※PCを利用。タブレットは不可。 
補足資料 2「出題フレーム」を参照ください。 
Speaking:インタビューに短く答える 8問、音読 8問、トピックについて話す 1問、図表を見て話す

1問、1つのトピックついて答える 5問 ※要ヘッドセット 
Writing:50語、180語の英作文 2題 
Listening:4種類のタスク すべて 3択問題 ※要ヘッドセット 
Reading:7種類のタスク 3択および 4択 一つは短答式 

 
 ②出題範囲 
義務教育段階の学習内容、共通必履修科目「コミュニケーション英語 I」および「英語表現 I」の範
囲。加えて、「コミュニケーション英語Ⅱ」「英語表現Ⅱ」の範囲。 
配点：Speaking=25%  Writing=25%  Listening/Reading=50%   

 
（３）難易度設定の考え方・方法 

CEFR Pre A1レベルから C1以上の広範囲なレベル範囲を測定 
 Listening/Readingはアダプティブテストです。受検者は直前の問題の正誤状況により、問題の難易
度が変化する、つまり、隣の受検者とは異なる問題を解くことになります。それは視力検査のような
イメージです。したがって試験終了時間は 60～85分の間で受検者により異なります。 
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＜作問のプロセス＞ 
テストのタスクや素材は、電子アイテムバンクから選び出し、実施する試験ごとに異なる内容の問題
が作成されます。アイテムバンクのテスト項目はトライアル(Writing, Speaking)、プレテスト
(Reading, Listening)を通じて評価・分析され、基準を満たすことが確認されたテスト問題はアイテム
バンクに加えられ、常に新しい素材で更新されます。したがって、ケンブリッジ英語検定の試験問題
は、バージョンが異なっても必ず同じ難易度基準になるように作問されていると言えます。

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫
Listening/Reading はアダプティブテストであるため、正解すれば問題は難しく、不正解ならば適切
なレベルの出題が調整され、受検者のパフォーマンスを正確に測るべく CEFRベースで受検者ごとに
異なる個別の出題が為されます。
下限は Pre A1、上限は C1 を超え、同じ試験を同時に受検しても得手・不得手な受検者両者にとって
も満足度が高い試験と言えます。すべて無回答やランダムな回答など、受検者の英語能力が判定でき
ない場合は成績結果は出ないため(0 点は無い)、教育的効果は大きいと考えられます。

（５）その他特長
1年間 365日、試験監督下の受検環境があれば、いつでも受検することができます。いつ、どの回を
受検しても受検者の母集団に関係なく難易度基準は同じです。

Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法
【結果提供項目】
技能別の CEFR レベル、Cambridge Englishスケールスコア 
Listening (Pre A1～C1+, 82～180+) 
Reading  (Pre A1～C1+, 82～180+) 
Writing  (Pre A1～C1+, 82～180+) 
Speaking (Pre A1～C1+, 82～180+) 
総合評価   (Pre A1～C1+, 82～180+) ※スコア計算式 (L＋R＋W＋S)÷4 
CEFR レベルの表記「Below A1」「A1」「A2」「B1」「B2」「C1 or above」 

【発行される証明書 1種】補足資料 3「個別テスト結果レポート」 
個別テスト結果レポート(Test Report) [全受検者] 

【返却方法】 
48 時間（2 営業日）以内に判明、1週間以内に電子的に学校に提供。学校にて「個別テスト結果
レポート」をプリントアウトして受検者に返却。

【受検者本人に対する学習意欲の喚起】 
国際標準の英語力指標である CEFR に完全準拠した精度の高い技能別の結果が迅速に得られる。
英語が苦手な生徒であっても Listening/Reading はアダプティブテストであるため、個のレベル
に応じた CEFR レベルの問題を解くことができ、頑張ることができる。 
また、英語力が基礎段階（A1-A2）以上の「自立した言語学習者（B1-B2）レベル以上の英語

力が高い高校生」にとってやりがいを感じることができ、学校も英語力に優れた生徒を発見する
ことができるため、早期に生徒の可能性を見出すことが可能になる。 

（２）学校等への結果提供内容・方法
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【個人成績一覧表】※PDF 形式 補足資料 4「団体レポート」 
技能別および総合評価(4 技能平均)の CEFR レベルと Cambridge English スケールスコアの個人成績

結果の一覧表を 48 時間（2 営業日）以内に判明後、1週間以内に電子的に学校に提供します。 
【学校単位の成績概況】※PDF 形式 参考．補足資料 5「成績結果分析（CEFR レベル別構成比）」 
学校単位で技能別の平均スコア、スコア分布など成績結果の概況を提供します。 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法
【世界標準の CEFRレベルを正確に測定】
ケンブリッジ英語検定の受検者は世界中にいるため、成績結果は世界標準の CEFRレベルで判定する
必然性があります。さらに詳細なレベル識別性は Cambridge Englishスケールスコアで実現していま
す。※Cambridge Englishスケールはスコア 80-230の 150(点)刻みです。
【個別テスト結果レポートには Can-Doステートメントも掲載】
成績結果の CEFRレベルに対して、学習の指針となる Can-Doステートメントを掲載、受検者の現在
の英語力を解説する文章(英文)を読むことで学習モチベーションが高まります。
【試験問題は同じ試験会場で同じ時間帯での実施であっても問題が同じであるとは限りません】
IRT理論に基づいた試験は、実際に出題され、今後も出題する可能性がある問題は公表しないため、
CBTにおいても同様で具体的な正答状況は開示しません。したがって、受検後に正誤状況を見ながら
の復習はできませんが、精度の高い CEFRレベルおよび Cambridge Englishスケールスコアが判明す
ることで、次の学習目標が必然的にわかるはずです。試験範囲の決まっている学校の定期試験とはテ
スト設計理念が異なりますのでご留意ください。

Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法
テストのタスクや素材は、電子アイテムバンクから選び出し、実施する試験ごとに異なる内容の問題
が作成されます。アイテムバンクのテスト項目は問題作成の専門家チームが作成を担当。テスト項目
の作成者は英語教授法分野に精通し、作問に関しても豊富な経験を持っています。このチームは試験
の内容が世界のあらゆる国の受検者にとって適切で、必要な品質基準を満たすことができるよう規定
している厳格なガイドラインに従って作問しています。
＜作問のプロセス＞
アイテムバンクのテスト項目はトライアル(Writing, Speaking)、プレテスト(Reading, Listening)を通
じて評価・分析され、基準を満たすことが確認されたテスト問題はアイテムバンクに加えられ、常に
新しい素材で更新されます。したがって、ケンブリッジ英語検定の試験問題は、バージョンが異なっ
ても必ず同じ難易度基準になるように作問されていると言えます。

（２）学校における実施方法
【学校の役割】
・試験会場として PC教室の提供
・円滑な試験運営のためのプラン策定の協力
・PCのスペック確認
・ヘッドセット(マイク付きヘッドホン)の手配 ※自校で用意する場合
・試験監督者の手配 ※自校の教員等で実施する場合
※ヘッドセットや試験監督者の有無などは試験運営コスト(受検料の割引)に連動します。
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【ケンブリッジ英語検定 認定試験センターの役割】 
・PCスペック等の事前 ITサポート
・試験運営資材の発送、配付、回収
・試験監督者の派遣 ※自校の教員等で実施する場合などは要相談
・試験当日のヘルプデスク

補足資料 6「実施要項（試験時間、実施方式、実施期間、受検料、標準返却期間等）」 
補足資料 7「試験運営マニュアル（抜粋）」 

※ただし、独立行政法人大学入試センターの『大学入試英語成績提供システム』への参加が確定した場合、
同参加要件を満たす試験運営による試験を別途ご案内させて頂く予定です。

（３）採点の方法と体制
リスニング／リーディング  ：コンピューター・アダプティブ・テスト
スピーキング*＆ライティング：AI によるパフォーマンス・テスト

*現在、スピーキングテストは採点官が行っているため 48 時間（2 営業日）以内の判定ですが、AI採点に移行後は
土日祝祭日に関わりなく 判定可能に。判定後1週間以内に電子的に学校に提供します。

補足資料 8「スピーキング採点基準 Speaking Assessment Criteria / Evaluation Standards」 
補足資料 9「ライティング採点基準 Writing Assessment Criteria / Evaluation standards」 
補足資料 11「ライティングのトライアルに関する報告書（2017年 6月）」 

（４）情報管理体制
英国本部は情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS, ISO27001)を取得し、世界標準の情報管理
体制を全世界で実現しています。日本においては更にプライバシーマークを取得している認定試験セ
ンターが試験実施運営を行ないます。

Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障害のある受検者等への配慮
以下に該当する受検上の配慮を必要とする受検者は、リーディング、リスニング、ライティングの 3
技能を測る紙ベース（PB）の Linguaskill リンガスキルを受検頂くことになります。
・視覚障害者
・聴覚障害者
以下が、提供可能な「受検上の配慮」に対応した紙ベースの問題です。
・（視覚障害者）点字テスト問題用紙
・（視覚障害者）修正拡大版テスト用紙
・（視覚障害者）受検上の配慮版 リスニングテスト用 CD
・（聴覚障害者）読唇版リスニングテスト
・リーディングまたはリスニングのテストを個々のモードにする

スピーキングテストについては紙ベース（PB）で修正拡大版および点字版の特別テスト資材、聴覚障害者
のための特別テスト資材を準備中。

※当テストでは、スクリーンリーダー、画面拡大ソフトウェア等のアクセシビリティ・ソフトウェアの使
用をサポートしていません。受検上の配慮を必要とする受検者に対して、当テストのオンライン（CB）に
よる提供は現在のところ行っておりません。
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「受検上の配慮」を希望される場合の申請方法について： 
Linguaskill リンガスキル「受検上の配慮」申請書を試験センターの学校法人河合塾を通じて試験予定
日の遅くとも 4週間前までに申請する必要があります。 

 
（２）事前／事後学習教材の有無、内容 
ケンブリッジ英語検定は事前に特別な試験対策を講じる必要はないと考えます。ただし、事前にサン
プル問題に目を通しておくことを推奨しています。 
サンプル問題および様々な準備教材（すべて無料） 
http://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/preparation/ 

 
（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 
ケンブリッジ英語検定の世界標準としては学習状況等のアンケートはありません。今後、学校や教育
委員会などからの要請があれば、日本においてローカルな対応を検討します。 

 
（４）個人受検の可否 
現在は都内のみですが、個人受検の申込受付が 2018年 9月より開始されました。 
年内、特別価格で千駄ヶ谷 CBTセンター（河合塾）で受検可能です。 
詳しくは専用ページでご確認ください。 
https://www.kawai-juku.ac.jp/cambridge-english/linguaskill/ 

 
（５）問題内容の情報提供 
オンラインのサンプルテストは、公式サイトより無料で試すことができます。  
http://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/preparation/ 
補足資料 10「サンプル問題、正答、出題意図、レベル」参照ください。 

 
（６）その他 
■ケンブリッジ英語検定 4技能 CBT Linguaskillを受検する準備が生徒にできているかは、レベルチェ
ックテスト(無料)で参考にしてください。 
http://www.cambridgeenglish.org/jp/test-your-english/ 
短時間でレベルチェックができるオンラインテストです。あなたのレベルに最も適したケンブリッジ
英語検定（Cambridge English Qualifications)のレベルがわかります。 
 

■ライティング自動添削システム「Write and Improve」 
 https://writeandimprove.com/ 
無償の英作文自動添削システムで、どなたでもお使いいただけます。 
使用方法は以下の通り簡単です。 
1) Practise writing English 
2) Get your grade in seconds 
3) Look at the feedback and make changes 
4) Keep improving! 
ケンブリッジ英語検定 4技能 CBTのライティングテストの練習に、また、授業内のアクティブ・ラ
ーニングや自学習のツールとして、また英語教員のエッセーライティング力の向上にご活用くださ
い。 

 
 

http://www.cambridgeenglish.org/jp/exams-and-tests/linguaskill/preparation/
https://www.kawai-juku.ac.jp/cambridge-english/linguaskill/
http://www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/linguaskill/preparation/
http://www.cambridgeenglish.org/jp/test-your-english/
https://writeandimprove.com/


（様式３）

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English）
測定ツール名： ケンブリッジ英語検定4技能CBT（Linguaskill リンガスキル）
対象教科： 英語
測定内容の区分： 標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

高等学校学習指導要領との整合性
（逆引き）

「高等学校学習指導要領との整合性」 補足資料1-1 ○ ○ ○ ○ ○

中学校学習指導要領との整合性（逆
引き）

「中学校学習指導要領との整合性」 補足資料1-2 ○ ○ ○ ○ ○

Linguaskill  出題フレーム 「出題フレーム」 補足資料2 ○ ○ ○

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

個別テスト結果レポート 「個別テスト結果レポート 」 補足資料3 ○

団体レポート 「団体レポート」 補足資料4 ○

成績結果分析 「CEFRレベル別構成比」 補足資料5 ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

「実施要項（試験の概要）」 補足資料6

学校用実施マニュアル 「試験運営マニュアル（抜粋）」 補足資料7

スピーキング採点基準
「Speaking Assessment Criteria /
Evaluation Standards」

補足資料8

ライティング採点基準
「Writing Assessment Criteria / Evaluation
standards」

補足資料9

＜提出任意の書類等＞

AI採点の精度について
「ライティングのトライアルに関する報告書
（2017年6月）」

補足資料11

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

サンプル問題一式 「サンプル問題、正答、出題意図など」 補足資料10

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号



1 
 

 

 

ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT 
Linguaskill リンガスキル 

実施要項（試験の概要） 

 
◇ 実施⽅式 

CBT ※利⽤機器：インターネット接続された PC, ヘッドセット 
スピーキング&ライティング ：コンピューター・アダプティブテスト 
リスニング／リーディング ：AI によるパフォーマンステスト 
 

◇ 標準返却期間 
4 技能総合のテスト結果は、48 時間以内に判明し、1 週間以内に個別テスト結果レポー
トを電⼦的に提供。 
※「認定証 Certificate」の発⾏はありません。 

◇ 実施期間 
1 年間 365 ⽇、試験監督下の受検環境があれば、いつでも受検することができます。い
つ、どの回を受検しても受検者の⺟集団に関係なく難易度基準は同じです。 

◇ 標準受検料 
予価 9,000 円（税込） 
 

◇ 合格区分スコア ※合格・不合格はありません 

 

補足資料 6 



2 
 

■ Speaking 15 分 （5 パート） 
・インタビューに短く答える 8 問 
・⾳読 8 問 
・トピックについて話す 1 問 
・図表を⾒て話す 1 問 
・1 つのトピックついて答える 5 問 
 
■ Writing 45 分 
コンピューターのキーボードを使って解答を⼊⼒します。解答はコンピューターが⾃動採
点します。 
・50 語、180 語の英作⽂ 2 題 
 
■ Listening/Reading  約 60〜85 分 ※試験終了時間は受検者により異なります 
アダプティブであるため、設問数は固定ではありません。受検者が各設問に解答していくこ
とでコンピューターが受検者のレベルを判定していきます。受検者が Linguaskill リンガス
キルにレベルを正確に識別させるのに⼗分な設問数に解答すると試験は終了します。 
Listening : 4 種類のタスク すべて 3 択問題 
Reading : 7 種類のタスク 3 択および 4 択 ⼀つは短答式 
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1 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

 

事
業
者
名
：
 
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
英
語

検
定

機
構

（
英

語
表

記
：
C

am
br
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ge

 A
ss

e
ss

m
e
n
t 

E
n
gl

is
h
） 

測
定
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ー
ル
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ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
英
語
検

定
4
技

能
C

B
T
（
L
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リ
ン
ガ
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キ
ル

）
 

対
象
教
科
：
 
英
語

 

測
定
内
容

の
区
分
：
 
標

準
タ
イ
プ

 

 以
下

3
点

が
補

足
資
料

と
な

り
ま
す

。
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
 

補
足
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1-
1
「
高

等
学
校
学

習
指
導

要
領

と
の

整
合

性
」

 

補
足

資
料

1-
2
「
中

学
校
学
習

指
導
要

領
と

の
整

合
性

」
 

補
足

資
料

2 
 
「
出

題
フ
レ
ー

ム
」
 

 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

自
己
紹
介
な
ど
簡
単
な
英
語
の
質

問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る

 

Sp
ea

ki
ng

 
Pa

rt
 1

 
【
設
問
数
】

 
8
問

 
【
出
題
形
式
】

 
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
（
録
音
）

 

話 す こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
･
･･
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

話
す
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
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と
ら
え
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正
し
く
発
音
す
る
こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｲ
)「

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
，
事
実
な
ど
を
聞
き
手
に
正
し
く
伝
え
る

こ
と
」
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2 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

短
い
英
文

を
声
に
出
し
て
、
音
読

す
る
こ
と
が
で
き
る

 

Sp
ea

ki
ng

 
Pa

rt
 2

 
【
設
問
数
】

 
8
問

 
【
出
題
形
式
】

 
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
（
録
音
）

 

読 む こ と ／ 話 す こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
。
ま
た
，
聞
き
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
音
読

す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
･
･･
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ウ

「
未
知
の
語
の
意
味
を
推
測
し
た
り
背
景
と
な
る
知
識
を
活
用
し
た

り
し
な
が
ら
･･
･読

ん
だ
り
す
る
こ
と
」

 

表
現
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
話
す
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｲ
)「

書
か
れ
た
内
容
を
考
え
な
が
ら
黙
読
し
た
り
，
そ
の
内
容
が
表
現

さ
れ
る
よ
う
に
音
読
す

る
こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，
正
し
く
発
音
す
る
こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｲ
)「

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
，
事
実
な
ど
を
聞
き
手
に
正
し
く
伝
え
る

こ
と
」
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与
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ら
れ
た
ト
ピ
ッ
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に
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て

1
分
間
、
即
興
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話
を
す
る
こ
と
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で
き
る

 

Sp
ea

ki
ng

 
Pa

rt
 3

 
【
設
問
数
】

 
1
問

 
【
出
題
形
式
】

 
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
（
録
音
）

 

話 す こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
･
･･
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が

ら
･
･･
話
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た
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す
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」
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写
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的
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「
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に
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せ
て
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興
で
話
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。
ま
た
，
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え
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を
整
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て
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に
話
す
」

 

表
現
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
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が
ら
話

す
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

話
す
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，

正
し
く
発
音
す
る
こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｲ
)「

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
，
事
実
な
ど
を
聞
き
手
に
正
し
く
伝
え
る

こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｵ
)「

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
」
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与
え
ら
れ
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図
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ど
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、
即
興
で
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を
す
る
こ
と
が

で
き
る

 

Sp
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ki
ng

 
Pa

rt
 4

 
【
設
問
数
】

 
1
問

 
【
出
題
形
式
】

 
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
（
録
音
）

 

話 す こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
･
･･
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ウ

「
事
実
と
意
見
な
ど
を
区
別
し
て
，
理
解
し
た
り
伝
え
た
り
す
る
こ

と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が

ら
･
･･
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)エ

「
説
明
や
描
写
の
表
現
を
工
夫
し
て
相
手
に
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う

に
話
し
た
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

表
現
Ⅰ

(1
)ア

「
与
え
ら
れ
た
話
題
に
つ
い
て
，
即
興
で
話
す
。
ま
た
，
聞
き
手
や

目
的
に
応
じ
て
簡
潔
に
話
す
」

 

表
現
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
話
す
こ
と
」

 

表
現
Ⅱ

(1
)ア

「
与
え
ら
れ
た
条
件
に
合
わ
せ
て
，
即
興
で
話
す
。
ま
た
，
伝
え
た

い
内
容
を
整
理
し
て
論
理
的
に
話
す
」

 

表
現
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
話

す
こ
と
」
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学
校
学
習
指
導
要
領
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す
こ
と

 (
ｱ
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強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，

正
し
く
発
音
す
る
こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｲ
)「

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
，
事
実
な
ど
を
聞
き
手
に
正
し
く
伝
え
る
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域
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は
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項

 
科
目
名
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び
内
容

 

こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｵ
)「

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
」
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与
え
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

自
身
の
意
見
を

1
分
間
、
即
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話
す
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【
設
問
数
】

 
5
問

 
【
出
題
形
式
】

 
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
（
録
音
）

 

話 す こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
･
･･
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が

ら
･
･･
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)エ

「
説
明
や
描
写
の
表
現
を
工
夫
し
て
相
手
に
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う

に
話
し
た
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

表
現
Ⅰ

(1
)ア

「
与
え
ら
れ
た
話
題
に
つ
い
て
，
即
興
で
話
す
。
ま
た
，
聞
き
手
や

目
的
に
応
じ
て
簡
潔
に
話
す
」

 

表
現
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
話
す
こ
と
」

 

表
現
Ⅱ

(1
)ア

「
与
え
ら
れ
た
条
件
に
合
わ
せ
て
，
即
興
で
話
す
。
ま
た
，
伝
え
た

い
内
容
を
整
理
し
て
論
理
的
に
話
す
」

 

表
現
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
話

す
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

話
す
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，

正
し
く
発
音
す
る
こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｲ
)「

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
，
事
実
な
ど
を
聞
き
手
に
正
し
く
伝
え
る

こ
と
」

 

話
す
こ
と

 (
ｵ
)「

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

7 

文
章
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
要
点
を
押
さ
え
た
返
信
の

E
メ
ー
ル
を
書
く
こ
と
が
で
き
る

 

W
ri

tin
g 

Pa
rt

 1
 

【
設
問
数
】

 
1
問

 
【
出
題
形
式
】

 
記
述
式

 
（

50
語
以
上
の
英
作
文
）

 

書 く こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)エ

「
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
，
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と

に
基
づ
き
，
情
報
や
考
え
な
ど
に
つ
い
て
，
簡
潔
に
書
く
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ウ

「
事
実
と
意
見
な
ど
を
区
別
し
て
，
理
解
し
た
り
伝
え
た
り
す
る
こ

と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)エ

「
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
，
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と

に
基
づ
き
，
情
報
や
考
え
な
ど
に
つ
い
て
，
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)イ

「
論
点
や
根
拠
な
ど
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
，
文
章
の
構
成
や
図

表
と
の
関
連
な
ど
を
考
え
な
が
ら
･
･･
書
い
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)エ

（
話
し
た
り
を
ふ
せ
る
）
「
説
明
や
描
写
の
表
現
を
工
夫
し
て
相
手

に
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
･
･･
書
い
た
り
す
る
こ
と
」

 

表
現
Ⅰ

(1
)イ

「
読
み
手
や
目
的
に
応
じ
て
，
簡
潔
に
書
く
」

 

表
現
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
書
く
こ
と
。
ま
た
，
書
い
た
内
容
を
読
み
返
す
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

書
く
こ
と

 (
ｵ
)「

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
が
読
み
手
に
正
し
く
伝
わ
る
よ
う

に
，
文
と
文
の
つ
な
が

り
な
ど
に
注
意
し
て
文
章
を
書
く
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

8 

あ
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
与
え
ら

れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
ま
と
ま
り

の
あ
る

18
0
語
以
上
の
文
章
を
、

30
分
を
目
安
に
書
く
こ
と
が
で
き

る
 

W
ri

tin
g 

Pa
rt

 2
 

【
設
問
数
】

 
1
問

 
【
出
題
形
式
】

 
記
述
式

 
（

18
0 語

以
上
の
英
作
文
）
 

書 く こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)エ

「
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
，
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と

に
基
づ
き
，
情
報
や
考
え
な
ど
に
つ
い
て
，
簡
潔
に
書
く
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ウ

「
事
実
と
意
見
な
ど
を
区
別
し
て
，
理
解
し
た
り
伝
え
た
り
す
る
こ

と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)エ

「
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
，
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と

に
基
づ
き
，
情
報
や
考
え
な
ど
に
つ
い
て
，
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)イ

「
論
点
や
根
拠
な
ど
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
，
文
章
の
構
成
や
図

表
と
の
関
連
な
ど
を
考
え
な
が
ら
･
･･
書
い
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)エ

（
話
し
た
り
を
ふ
せ
る
）
「
説
明
や
描
写
の
表
現
を
工
夫
し
て
相
手

に
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
･
･･
書
い
た
り
す
る
こ
と
」

 

表
現
Ⅰ

(1
)イ

「
読
み
手
や
目
的
に
応
じ
て
，
簡
潔
に
書
く
」

 

表
現
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
書
く
こ
と
。
ま
た
，
書
い
た
内
容
を
読
み
返
す
こ
と
」

 

表
現
Ⅱ

(1
)イ

「
主
題
を
決
め
，
様
々
な
種
類
の
文
章
を
書
く
」

 

表
現
Ⅱ

(2
)イ

「
論
点
や
根
拠
な
ど
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
，
文
章
の
構
成
や
図

表
と
の
関
連
，
表
現
の
工
夫
な
ど
を
考
え
な
が
ら
書
く
こ
と
。
ま
た
，
書
い
た
内

容
を
読
み
返
し
て
推
敲
す
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

9 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

書
く
こ
と

 (
ｵ
)「

自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
が
読
み
手
に
正
し
く
伝
わ
る
よ
う

に
，
文
と
文
の
つ
な
が

り
な
ど
に
注
意
し
て
文
章
を
書
く
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

10
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

日
常
的
な
短
い
対
話
を
聞
い
て
、

会
話
の
内
容
を
選
択
肢
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

 

Li
st

en
in

g 
Ta

sk
 1

 
【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

聞 く こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
対
話
な
ど
を
聞
い
て
，
情
報
や
考
え
な
ど

を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ

と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
報
告
，
対
話
や
討
論
な
ど
を
聞
い
て
，
情

報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞

い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

聞
く
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
」

 

聞
く
こ
と

 (
ｲ
)「

自
然
な
口
調
で
話
さ
れ
た
り
読
ま
れ
た
り
す
る
英
語
を
聞
い
て
，

情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

11
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

や
や
長
め
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
聞
い

て
、
要
点
や
情
報
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る

 

Li
st

en
in

g 
Ta

sk
 2

 
【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

聞 く こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
対
話
な
ど
を
聞
い
て
，
情
報
や
考
え
な
ど

を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ

と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
報
告
，
対
話
や
討
論
な
ど
を
聞
い
て
，
情

報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞

い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

聞
く
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
」

 

聞
く
こ
と

 (
ｲ
)「

自
然
な
口
調
で
話
さ
れ
た
り
読
ま
れ
た
り
す
る
英
語
を
聞
い
て
，

情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）
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測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

日
常
的
お
よ
び
社
会
的
な
内
容
の

対
話
を
聞
い
て
、
会
話
の
内
容
を

選
択
肢
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

 

Li
st

en
in

g 
Ta

sk
 3

 
【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

聞 く こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
対
話
な
ど
を
聞
い
て
，
情
報
や
考
え
な
ど

を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ

と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
報
告
，
対
話
や
討
論
な
ど
を
聞
い
て
，
情

報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞

い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ウ

「
未
知
の
語
の
意
味
を
推
測
し
た
り
背
景
と
な
る
知
識
を
活
用
し
た

り
し
な
が
ら
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

聞
く
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
」

 

聞
く
こ
と

 (
ｲ
)「

自
然
な
口
調
で
話
さ
れ
た
り
読
ま
れ
た
り
す
る
英
語
を
聞
い
て
，

情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
」

 

聞
く
こ
と

 (
ｵ
)「

ま
と
ま
り
の
あ
る
英
語
を
聞
い
て
，
概
要
や
要
点
を
適
切
に
聞
き

取
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）
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測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

日
常
的
な
や
や
複
雑
な
対
話
を
聞

い
て
、
会
話
の
内
容
を
選
択
肢
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

 

Li
st

en
in

g 
Ta

sk
 4

 
【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

聞 く こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
対
話
な
ど
を
聞
い
て
，
情
報
や
考
え
な
ど

を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)ア

「
リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
，

話
す
速
度
，
声
の
大
き
さ
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ

と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)ア

「
事
物
に
関
す
る
紹
介
や
報
告
，
対
話
や
討
論
な
ど
を
聞
い
て
，
情

報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た
り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ア

「
英
語
の
音
声
的
な
特
徴
や
内
容
の
展
開
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
聞

い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

聞
く
こ
と

 (
ｱ
)「

強
勢
，
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
区
切
り
な
ど
基
本
的
な
英
語
の
音

声
の
特
徴
を
と
ら
え
，
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と
」

 

聞
く
こ
と

 (
ｲ
)「

自
然
な
口
調
で
話
さ
れ
た
り
読
ま
れ
た
り
す
る
英
語
を
聞
い
て
，

情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
」

 

聞
く
こ
と

 (
ｵ
)「

ま
と
ま
り
の
あ
る
英
語
を
聞
い
て
，
概
要
や
要
点
を
適
切
に
聞
き

取
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

14
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

文
章
を
読
ん
で
、
内
容
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る

 

Re
ad

in
g 

Ta
sk

 1
 

【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

読 む こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｱ
)「

文
字
や
符
号
を
識
別
し
，
正
し
く
読
む
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

15
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

文
章
を
読
ん
で
、
そ
の
要
約
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

Re
ad

in
g 

Ta
sk

 2
 

【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

読 む こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｱ
)「

文
字
や
符
号
を
識
別
し
，
正
し
く
読
む
こ
と
」

 

読
む
こ
と

 (
ｴ
)「

伝
言
や
手
紙
な
ど
の
文
章
か
ら
書
き
手
の
意
向
を
理
解
し
，
適
切

に
応
じ
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

16
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

文
章
の
内
容
を
理
解
し
て
、
文
中

の
空
所
に
適
切
な
語
彙
を
選
び
、

書
く
こ
と
が
で
き
る

 

Re
ad

in
g 

Ta
sk

 3
 

【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
短
答
式

 

読 む こ と ／ 書 く こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)イ

「
説
明
，
評
論
，
物
語
，
随
筆
な
ど
に
つ
い
て
，
速
読
し
た
り
精
読

し
た
り
す
る
な
ど
目
的
に
応
じ
た
読
み
方
を
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ウ

「
未
知
の
語
の
意
味
を
推
測
し
た
り
背
景
と
な
る
知
識
を
活
用
し
た

り
し
な
が
ら
･･
･読

ん
だ
り
す
る
こ
と
」

 

表
現
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
書
く
こ
と
。
ま
た
，
書
い
た
内
容
を
読
み
返
す
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｱ
)「

文
字
や
符
号
を
識
別
し
，
正
し
く
読
む
こ
と
」

 

書
く
こ
と

 (
ｱ
)「

文
字
や
符
号
を
識
別
し
，
語
と
語
の
区
切
り
な
ど
に
注
意
し
て
正

し
く
書
く
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

17
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

文
章
の
内
容
を
理
解
し
て
、
文
中

の
空
所
に
文
法
的
に
適
切
な
語
彙

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

 

Re
ad

in
g 

Ta
sk

 4
 

【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 
 

読 む こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)イ

「
説
明
，
評
論
，
物
語
，
随
筆
な
ど
に
つ
い
て
，
速
読
し
た
り
精
読

し
た
り
す
る
な
ど
目
的
に
応
じ
た
読
み
方
を
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ウ

「
未
知
の
語
の
意
味
を
推
測
し
た
り
背
景
と
な
る
知
識
を
活
用
し
た

り
し
な
が
ら
･･
･読

ん
だ
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｱ
)「

文
字
や
符
号
を
識
別
し
，
正
し
く
読
む
こ
と
」

 

読
む
こ
と

 (
ｳ
)「

物
語
の
あ
ら
す
じ
や
説
明
文
の
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み

取
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

18
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

長
い
文
章
を
読
ん
で
、
内
容
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

Re
ad

in
g 

Ta
sk

 5
 

【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

読 む こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(1
)イ

「
説
明
，
評
論
，
物
語
，
随
筆
な
ど
に
つ
い
て
，
速
読
し
た
り
精
読

し
た
り
す
る
な
ど
目
的
に
応
じ
た
読
み
方
を
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ウ

「
未
知
の
語
の
意
味
を
推
測
し
た
り
背
景
と
な
る
知
識
を
活
用
し
た

り
し
な
が
ら
･･
･読

ん
だ
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｳ
)「

物
語
の
あ
ら
す
じ
や
説
明
文
の
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み

取
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

19
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

文
章
を
読
ん
で
、
内
容
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る

 

Re
ad

in
g 

Ta
sk

 6
 

【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

読 む こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ウ

「
未
知
の
語
の
意
味
を
推
測
し
た
り
背
景
と
な
る
知
識
を
活
用
し
た

り
し
な
が
ら
･･
･読

ん
だ
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｳ
)「

物
語
の
あ
ら
す
じ
や
説
明
文
の
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み

取
る
こ
と
」

 



（
様
式
４
）

 

20
 

測
定
し
よ
う
と
す
る
資
質
・
能
力

の
具
体
的
内
容

 
設
問
数
、
出
題
形
式
等

 
（
参
考
）
学
習
指
導
要
領
の
関
連
項
目

 
領
域
又

は
事
項

 
科
目
名
及
び
内
容

 

文
章
の
内
容
を
理
解
し
て
、
文
中

の
空
所
に
適
切
な
語
彙
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る

 

Re
ad

in
g 

Ta
sk

 7
 

【
設
問
数
】

 
非
固
定

 
【
出
題
形
式
】

 
選
択
式

 

読 む こ と 

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

 

コ
ミ
Ⅰ

(1
)イ

「
説
明
や
物
語
な
ど
を
読
ん
で
，
情
報
や
考
え
な
ど
を
理
解
し
た

り
，
概
要
や
要
点
を
と
ら
え
た
り
す
る
」

 

コ
ミ
Ⅰ

(2
)イ

「
内
容
の
要
点
を
示
す
語
句
や
文
，
つ
な
が
り
を
示
す
語
句
な
ど
に

注
意
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
･･
･す

る
こ
と
」

 

コ
ミ
Ⅱ

(2
)ウ

「
未
知
の
語
の
意
味
を
推
測
し
た
り
背
景
と
な
る
知
識
を
活
用
し
た

り
し
な
が
ら
･･
･読

ん
だ
り
す
る
こ
と
」

 

 中
学
校
学
習
指
導
要
領

 

読
む
こ
と

 (
ｱ
)「

文
字
や
符
号
を
識
別
し
，
正
し
く
読
む
こ
と
」

 

書
く
こ
と

 (
ｱ
)「

文
字
や
符
号
を
識
別
し
，
語
と
語
の
区
切
り
な
ど
に
注
意
し
て
正

し
く
書
く
こ
と
」

 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT（Linguaskill リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Speaking Part 1 

 

以下 3点が補足資料となります。ご参照ください。 

補足資料 1-1「高等学校学習指導要領との整合性」 

補足資料 1-2「中学校学習指導要領との整合性」 

補足資料 2  「出題フレーム」 

 

出題科目 英語 Speaking Part 1 

出題の 

ポイント 

受検者自身に関する短い質問に 10 秒で答える。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
Question 1 ○ ○ 
Question 2 ○ ○ 
Question 3 ○ ○ 
Question 4 ○ ○ 
Question 5 ○ ○ 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
Question 1  ○  
Question 2  ○  
Question 3  ○  
Question 4  ○  
Question 5  ○  

          
 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
Question 1   ○  
Question 2   ○  
Question 3   ○  
Question 4   ○  
Question 5   ○  

 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら･･･話したりすること」 
 
中学校学習指導要領 
話すこと (ｱ)「強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，



正しく発音すること」 
話すこと (ｲ)「自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること」 

 
 

 
 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT（Linguaskill リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Speaking Part 3 

 

出題科目 英語 Speaking Part 3 

出題の 

ポイント 

質問を読み、考える時間 40 秒の後 1 分間、自分の言葉で表現することが求められる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
Part 3  ○ 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
Part 3   ○ 

          
 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
Part 3   ○  

 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら･･･話したりすること」 
コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら･･･話したりすること」 
コミⅡエ「説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるように話したり･･･すること」 
表現Ⅰ(1)ア「与えられた話題について，即興で話す。また，聞き手や目的に応じて簡潔に話

す」 
表現Ⅰ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら話すこと」 
表現Ⅱ(1)ア「与えられた条件に合わせて，即興で話す。また，伝えたい内容を整理して論理

的に話す」 
表現Ⅱ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら話すこと」 
 
中学校学習指導要領 
話すこと (ｱ)「強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，

正しく発音すること」 
話すこと (ｲ)「自分の考えや気持ち，事実などを聞き手に正しく伝えること」 



話すこと (ｵ)「与えられたテーマについて簡単なスピーチをすること」 

 

 
 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT（Linguaskill リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Writing Part 1 

 

出題科目 英語 Writing Part 1 

出題の 

ポイント 

要求されている内容を盛り込み、書かれた英文を読むという技能に加え、目的に適した書き

方を選択することが問われている点で「読む」と「書く」の技能統合の能力を測る作問とな

っている。メモや E メールといった英文を読み、情報を読み取ったり、返信メールを書くこ

とが求められる。50 語を約 15 分の目安時間で英文をキーボード入力して書く。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
Part 1  ○ 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
Part 1   ○ 

          
 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
Part 1    ○ 

 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 なし 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする」 
コミⅠ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，簡潔に書く」 
コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだり

書いたりすること」 
コミⅠ(2)ウ「事実と意見などを区別して，理解したり伝えたりすること」 
コミⅡ(1)エ「聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考え

などについて，まとまりのある文章を書く」 
コミⅡ(2)イ「論点や根拠などを明確にするとともに，文章の構成や図表との関連などを考え

ながら･･･書いたりすること」 
コミⅡ(2)エ（話したりをふせる）「説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わるよう

に･･･書いたりすること」 
表現Ⅰ(1)イ「読み手や目的に応じて，簡潔に書く」 



表現Ⅰ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら書くこと。

また，書いた内容を読み返すこと」 
 
中学校学習指導要領 
書くこと (ｵ)「自分の考えや気持ちなどが読み手に正しく伝わるように，文と文のつながり

などに注意して文章を書くこと」 
 
 

 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT（Linguaskill リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Listening Task 2 

 

出題科目 英語 Listening Task 2 

出題の 

ポイント 

音声を聞き意味が理解できるという技能と選択肢を読む英語の知識が統合され，音声の中に

含まれている事実や意見に基づき、質問に対する適当な文を選択する。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
Task 2 ○ ○ 

 
 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
Task 2 ○   

          
 

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
Task 2 ○    

 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 次ページに掲載 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(1)ア「事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や

要点をとらえたりする」 
コミⅠ(2)ア「リズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴，話す速度，声の大きさ

などに注意しながら聞いたり話したりすること」 
コミⅡ(1)ア「事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解し

たり，概要や要点をとらえたりする」 
コミⅡ(2)ア「英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しながら聞いたり話したりするこ

と」 
コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら聞いたり読

んだりすること」 
 
中学校学習指導要領 
聞くこと (ｱ)「強勢，イントネーション，区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえ，

正しく聞き取ること」 
聞くこと (ｲ)「自然な口調で話されたり読まれたりする英語を聞いて，情報を正確に聞き取

ること」 



聞くこと (ｵ)「まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること」 
 

 

 
 

 
  



サンプル問題について 
 

事業者名： ケンブリッジ大学英語検定機構（英語表記：Cambridge Assessment English） 

測定ツール名： ケンブリッジ英語検定 4 技能 CBT（Linguaskill リンガスキル） 

対象教科： 英語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号（大問番号）： Reading Task 5 

 

出題科目 英語 Reading Task 5 

出題の 

ポイント 

事実に基づいて書かれた文章の概要や要点をとらえ、特に重要な事実等をとらえることを通

じ、全体の要旨を理解する。読み取った内容の要点が設問の選択肢では別の表現に書き換え

られていることで、単なる語彙の「知識」だけでなく、「思考力」「判断力」を測ろうとして

いる。 
主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
Question 1 ○ ○ 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
Question 1 ○   

          

主 と し て

問う技能

（ 英 語 の

み） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 
Question 1  ○   

 
 

サンプル

問題 

次ページに掲載 

解答例 次ページに掲載 

（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

高等学校学習指導要領 
コミⅠ(1)イ「説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえ

たりする」 
コミⅠ(2)イ「内容の要点を示す語句や文，つながりを示す語句などに注意しながら読んだ

り･･･すること」 
コミⅡ(1)イ「説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に

応じた読み方をする」 
コミⅡ(2)ウ「未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用したりしながら･･･読んだ

りすること」 
 
中学校学習指導要領 
読むこと (ｳ)「物語のあらすじや説明文の大切な部分などを正確に読み取ること」聞くこと 
(ｵ)「まとまりのある英語を聞いて，概要や要点を適切に聞き取ること」 
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